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跳馬の助走に関するモルフォロギー的一考察（2）

一助走と疾走の比較を中心として一

白 石 壁

i．庁 議

　前籔の講究では，跳馬の財産のリズムやストラ

イドの変化，および跡走後半に疑られる鐙雛りの

ための先取り重解乍などについて，　11級蕎とド綴巻

の比較考察を行った。そこでも指擁しておいたよ

うに，麟繰の婁験条件が，スピードなどの量的デ

ーターの羅i綴には適していなかったので，それを

補足する愚昧で、欝83隼讐緯礁iに筑波大Il鉾で追実

験を移った。醗醗の撮影に際しては，懇ミリカメ

ラをの／く§含蓄吏簿1し，被写｛本から隈｝難の｛立直1こ，

各カメラが幸昆罪業異差を生ごないように，各々麟1萎

盤の空1講をカノく一できる撮影条｛牛を整えた。匡課題

1よ蔭糞羅と馨…慧“lil一軒霧匙び野を，　1擁幾蓄3名，　ド級

壽3名1こ各2欝1ずて〉毒架し，　それを64コマ〆秒で講…

選書痩擢義畢タした。

　この結集，踏込みステ・yプ1藪麟の麟走スピード

は，1二綴考が8、2～8．5騰／s，またド扱者では72

～7、7整／sで，購らかに｝1級養の方が遠いことが確

茎忍された。　しかし，　この露走スピードについて1ま，

すでにボー勘マン　1女子で7．ギ1～7．5獄鳶，男子で

8．（｝～8．5継鳶　i：s．魏2）や金子！約8艶冶窪

：夢．4厘鯨によって幸憂盤重きれておを），今ト錘輩の結果は1，

その葬葎嚢叢忍をしたにすぎなも逸。また，髪糞馨弓反1志

時羅舞についても，記縁者が○、麓秒であったのに対

して，玉縁養は○．蔦秒であ弓，実襲撃には6｛／芝コマ

イ秒のフィんムスピードで撮影された藝央麟では，

11級者の方が2コマ遠く踏窮嚇蓑から離足してい

ることが養窪暴悪さ毅た。

　琵乏1二のデーター1ま，それな弩1こ意鐸豪をもつもの

ではあるが，これらの数纏によって，11綴音と評

縁者の勘定の違いを説鱗したところで，指導の婁

銭に鱈する寄与という点で雄：、まだ1一分でないこと

は曝らかである。購擁からの漣のモんフ才冒ギ

ー的砥賓は，これまで数置されてきた勘定の本質

的籔表を購らかにし，その全体構造を建擬するこ

とをねらいとしている。これまでの馨｝究から，勘

定においては弓ズム，スピード，ストライド，さ

らには綻グ）振弩や足の動きについて，、1二級書と下

級煮の鱗糞こ簿捧嚢な墨違い；があること】ゲ確言惹きれた。

このことをベースにしてヤ跡走という進運麟グ）一一

｝髪態を再考してみると．次の舞舞題がわれわれの蕩

峯費に浮』かび歎がってくる。すなわち，昼悪走1ま蓮華釜

勤のもっともオーソドックスな形態の一つである
襲毫髪墾離ヌ老　（以｝「，　本、婁愈で1ま疾走と舞各一打）　と圭と牽交し

て、そのスヒf一ドや屡建業の餐；方，あるい1ま走フ産

一ムに違いが現われてくるかどうかということで
ある。　した寿ξって，　今欝董グ）毒茸魔繋套鯵の第一イま，　各

被験者の勤達1と疾走で1よ，その最蕎…スピードや擁三

遠遍程に違いがあるかどうかという点，また第二

に．疾逢フォームと比べて．動産の走フォームに

なんらかの違いが現われてくるか否かという，以

11の二点を瞬らかにすることにある。

豆．醗　究　方　法

　一懲麹こ，違垂動のタト約な諸徴表をとらえていく1こ

1ま，羅実錘籔雌崇重去を群舞・1した飽者観察2去（F艶艶戯沁。一

藝ac嬢鍵慰｛糖蜜Beweぎt繕霧s＆媛蓋罎fe）が購いられる⇔

しかし金縷の醗究では，この地者観察法1二よって

鍵られた客観データーを籟姦に補填する意瞭で，

モルフ孝蟹ギ一鶴考察のもう一つの中心的な懸案

万才去である，霞己観察法（S藝を器tもeoも叙張換溌昌δε罫

B愈we欝欝琶s麟簸麗e！をあわせて購いることにする。

　この講ε観察法は．心理学では卓‘内観α嬢驚一

領赦畜1碗樽と呼ばれ，ヴント醒滋強，W．）が心

躍学を直接経験の学と定義し，その直接経験をと

らえる嚢鑑一一の方溢ミとして蓄蓬韓議したものである。雛

1箪》．　i5　ヴントの内観毛掻攣慧舞ま．　意轟隷｛奉験の内

容を要素に分新しようとする態慶に基づくもので

あったために，多くの厳しい撰1講が浴びせられた。

しかしこの藤紀観察ま，後にキガレペ（K蜘e，窃

を筆頭とするヴュルッブルグ字源！7：登．逢3）や，

ミショットIM沁巽。餐eA．／らの実験現象ノ糞（7：

睡7）などの綴織約実験的な方法によって，一応

の溶｝字謎葺藤峯蓋を蓄寺つに至一，ている。　3：欝．52§

また瞬様に，フッサール　醒囎8erl．狂．）の現象
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学の影響を受けたいわ漁る理家跡理学においては，

たとえばコフカ（KO姿絵，K．1のように，蕎動を

外部から農繁馨碧葬麟に観察するば力述）でなく，そ

の蕎ン動の意識｛奉験を古典的な内観溢…と1ま異なった

方葦去で，すなわち琴邑象撃壌勺1こ配達しようとするよ

うになっていった。7：登．罪　このような流れ

は宇現在のアメ縫方の竃運墾声糞1こお紅玉て，実験毛蓬髪

学や構神分析とならんで第三勢力の心鍾学といわ

れている，現象学的・実存的（熱鰭。溢磁olo琴lcal－

ex捻主僧登熟茎）　な・こ迂肇学1：も舞塞承され，　と陰わ諺臨

療灘で高い成果をあげているようである。

7：籍．68－7轟

　スポーツ運動のモルフオ冒ギ心的考察に芋嚢己

観察法を導入したマイネ膨麗ε醗1，紛も，その

資料としての公共性や科学的蕪頼／彙には，まだ開

題が残されていることを蟻嫡している。§：艶．i23

しかし綾は亨パプ誓フ（費avめvナ亙．P．〉の運動

性分析器侶εw鯨膿欝繊a茎ys鑛嬢〉の論を拠琴瞬

にして，運動覚1こよって｛馨ら穀た遷｛童舞の糞己華墨験

が，叢誌によってとらえられることを麟提条件に，

農己観察や藪蛇i知覚の成立を認めている。さらに

綾は，プー二一／欝囎1，A．Z．〉の走高跳の選手

に1難ずるスポーツ’む鐸学の醗究を撰霧して，経験

豊かな，調練を積んだ選手がある運動を行った後

に，きわめて正確な“体験残《象”を持つものであ

弓，この種の蕩覚による逢妻麟の蔓髪餐1ま雍己観察を

娠きにして破ま警手られないことから，　この養葺究才芸ゐ薗

連覇癖1究に不落欠のものであることを説いたので

ある。　§：鋒．i2§

　また精神医摩｝における現象学的な立圭蕩として，

ボス　（80ss歩醗．〉やビンスワンガーIB勧swa譲墓er

L＿〉　らの蓼藍存在分季鴛的アブローチカぐあるが，

ここで繕いられる患者の意識体験の現象学的配達

の秀才去も亨とくに蕗尿糖紳聾緩やケースワーカー

からi嘉く評｛藤されてお馨　（§：茎）．ii〉，　われわれ

がスボーッ運難の醗ll究1二導入しようとする震己観

察法と，㎝雁最を遊里参るものがあると考える。

　筆者は，マイネルのいう運動覚と言語の結びつ

きを離提とした運動の農己観察の妥｝響盤を支持し

つつ，さらに現存在金椀二みられるような現象学

的証遠の方法をも受1ナいれて，鞍験者が試技緩に

達べた，藍拓の運動の遂縫意識IV。llz慧gsもe鴨βむ

se膨｛琵r諺ewe霧登呂琴〉　をできるだ諺あるがまま

1こ言ε圭墨し，地者観察重夫で蓄暑られた客観データーと

の舞寮舎の洋瓦で，量む走という｝肇動の本質舞勺歪墾解を試

簿麟一§

みてし～くとζこした㌧玉。

欝、実 験

　1講遠した点を考‘察していくうえで’必要な資料を

得るために，次のように案験霧鐘蔑を設達し，昼実露

記録法1こよる試鼓の撮影と合わせて．各被験者の議

己観察を試技グ）後にテープレコーダーで記録した萄

1．被験者のプ貸フィール韓．所騰　2．競技歴

　3．財産距離〉

　茎二級者群

　　欝中盤鰯　i．策波大学体操競技部。慧

　　　2，鯵年，S．57毎会馨本学生体競技選手

　　　権懸人総合5毬，s．54・55年金11莚本選手

　　　権，跳、馬3控3．23．3獄

　　替松後議　茎．叢濃大学体操媛技麟（）藝

　　　2．欝隼，S．56・57年金1、1本学生選手権

　　　懸人総会優勝　3．23．2麟

　　海櫨公一　i．筑波大学体操羨技部。整

　　　2．§年，s．57年余111本学生選手権懸人

　　総合簸建　3．鍵盤

　下級書辞

　　蟻　i．筑波大学体操競技部　2．2年

　　　　3．都響l

　　s　亙．筑波大学捧操競技部　2．塁隼

　　　　3．不溺

　棒1姦跳選手

　　　松濤義藝　童．策波大学陸1二叢鼓蔀（）慧

　　　　2．　8奪i　3．37難

2、課　　　題

課題1　スタートの姿勢，および地点は勧進と

　　嗣ごにし，鈴醗を全力で疾走する。

　課題2　体操選手の・5名は前転とび醜暮参照！

　　を試ま奏し，　松濤雲ま季奉高灘ヒのボールを持って，

　　跳躍を行うつも琴で馳走する。

3．カメラの設麗綾羅

　　亙6搬搬カメラi台を，麟2のように設置し，64

　コマ／秒で撮影した。なお，跡走驚｝二のi盤ご

　との地点とレンズを結ぶ線とに、テニスボールを

2き懸置き．こグ）ような流し撮瞬こよって生ごる

　薫妻的データーの書票差をできるだけ少なくするよ

　うにした。

尋．実験の経時と場辮

　　実験は欝綴年5彩1311に筑波大学陸1二羨鼓場

　で行った。
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には譲主意しています。スピードもたいし

後ら妙と魎ます・瞬でも屋幽
がきちんと合ってトいさえすれば，　麟分で・

はもういつものノ｛ターンは1夷っているの

で，ストライドの講簸など気1二する必要

はないんです。

　この藝・1己観察が，客観データーときわめて姦い

一致を示していることは，グラフi及び表iから

瞬らかである．すなわち鶴甲は，鍵らの意蟹のと

おりにヤ護二1己の疾逢最高スピードの約§8％を発揮

しで麟達し，そ嚇腿も疾逢とほとんど講じ鱗こ

行っている。

菱1

1

（選一2）　実験場緩の略羅
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1．スピードに麗する地較考察

　…董1最高スピードおよび繍遠遺程の考察

　軌鋳灘から腰点の平均スピードを算鐵し，跡逢

と疾逢のスピード変龍グラフを作蔵した（グラフ

i　l　R綴参照／。この客観データーと各稜験者から

簿ら駿たスピードについての衰己観察／雛下に

［コで澱んだ蔀分1とを照合し，各々の糠速邊

程について考察した。その結果，「勘定と夢葵漣套を

比較して，スピードや擁遠の仕方に違いがあ診）ま

したか」という質闘に対する自己観察と客観デー

ターのあいだには，次のような舞癒がみられた。

購中　どちらも講じで，一…気に繍速しています。i
　　した囁誌，，蜘スがこ練ること1

最轟スピー ド1懲／s）
勘違時のスピ

疾走 勤逢 一ド発揮穫

灘 中i 慕．77 8．総 認％

涛 権… 8．齢 8．尋2 鰭％

材 雛‘ 8．27 8．欝 98．5％

璽 7．81） 7．39 95％

s 7．48 7．22 鋳．5％

縫 濤 8、弼 8．欝 9i％

溺癈 疾建1では，は琶めから強くキックして，

早くスピードにのれるようにした。動走i

では，2〔多難にマークがあるので，そこま・

では瀞つく琴是を合わせながら走陰．そ

こから徐々に簾達したので，や1蔚）疾走

｛7）カが，スピードはあったと思います台

　簾遠の延方については，跡走の4歩1諺までは疾

逢の繭一歩の砦（1～鴎％程度で透り始めてお琴，藍1

分の意鑓と完全に一一一致している。また最終朗な勘

違の最高スピードは，疾逢の鍛農スピードグ）§8％

にまで達している。

季搬 P，髭轟錨無形鷺鐸l
　　iに麺韓，釜欝1殖薦では／糞｛穂三道感が・
　　l
　　lあって，スピードが落ちてしまったよう…
　　｝
　　諺気がした・紡ろん意聯雛スピ』
　　1ドを調節しているのでは：あ掌）ません。

　替毯はどちらの場合も，徐々に織遠したと運べ

ているが，グラフでは疾走時の擁遮の方が急激で

ある。また，　蓉己観察で遠べられた跡逢季冬末のス

ピードの抵“下1ま，客観データーで信譲恵められない。

軽松は，勧走でもできるだけ遠く逢噂たいと思う
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弼「とも違べている。この被の意鐵ま，少
なくとも客観データーの勤で1まタ垂成されてお彗，

スピードの面からいえ嬉f．飽との髭毒麦18．亙5難／s

で3番鋤においても，またll窪己の疾逢能力の発

揮痩（疾逢最高スピードの§8％！からいっても1一

分な勘定だといえる。しかしながら，彼の遂行意

識のヒでは，1二遠のような微妙なくい違いが生じ

ているのである。韓松は跳馬の跡走についての全

体的な懇懇を，　1ただ走るのよ弓も，跳馬を跳ぶ1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　↓
時の方毒ζ走りにくい隻t寿才します。やつ1ま弩こう舞王1

か押される感ビがして1と雛のところで遠べてい
　　　　　　　　　　ヨ
る。2年連続して全証1本学生選手権の纒入総合チ

ャンピオンとなった綾の跳馬の披能が，低いもの

でないことは護うまでもない。しかしこの配達か

ら，綾が跳馬に対して．なんらかの不全感を抱い

ていること1ま読み取ることができよう。

　われわれ1ま言舞舞された纏1カまいくら客観舞勺だとは

いっても，その客観性だけを重視するあま弩．こ

のようなくい違いを篶単に麗邊ごしてはならない

し，遵に勝手な解蟹をするべきでもない。むしろ

この輿己と饒者　（三主観と客観〉　寿・らグ）観察離1果を，

どちらもそのままに受酔いれる立場に立ってこそ，

綴かな技徳欠点の擁綴や，踏燐袴に対する運動の

先取ぎ）や流聾牲の麗麗，あるい慧疾走能力そのも

のの禽Lをめざした具体的な方法論について，よ

り深く立ち入るベースをもつことができると考える。

舞聾疾走は一気にスピードを擦デようとしまし

　1た。動産は徐々に簾速して途中で簾遠を終一

　1穆，そのスピードを震巽雰彗まで保とうとし

　1ました。スピードは疾逢の方が速かったと
　き
　1思います。

　この記透は，ほぼ客観データーと一一致している。

職雄鶏も善うように，3歩1縁で疾走にくらべ
てかなり櫓つく辱逢辱農正す。そしてそれ以後も，

常に疾達の鱒～95％程度のスピードで勧毒し，。k

縁者のように，跡走後辛で疾走最高スピードへ接近

する食費轟暇まみられない。縫はi肇奮｛雰穣の§醗くら

い前から感覚がわからなくなってしまって不安で

す　とも達べている。彼はまだ自分の勘違盤離を
　　
決めかねており，足が合わないことへの不安や，

練習不足による跳馬運動そのもののま麦能の低さか

ら，跡走の遂行意識も依然として不覊藤なままで
あると思われる。ただ，跡走の藤己観察で，「蓬爺

で簾遠を終り　と遠べているのは，6歩欝から擁

遠がゆるやかになるのをさしているのであり，実

簿麟…・・§

際1こ1ま．華奄粋な／貫｛発縫濱こなって馬逸るわ諺で1まない。

また，右足から左足へと移る講懸では，左足から

右足への簸熱こくらべて．はっき弩と緩速の度合が

鍵！ることが，グラフからあきらかである。したが

・．て，翼1の足運びには，疾逢でも跳走でも“鍍蕎

欝ぐが認められるが，これも本人の意識にはのぼ

ってきていない阜

釧疾逢は．は診めから一気に雛速した。勘定i
レま，ぱじめはリラックスし働，徐々目

既ライドを齢なが糠遠した・スピ司
　tドは疾建1の方が遠かったと思います。

　Sのスピード変化グラフによれば，助走のぱ誉

めのi歩だけを，疾走のi歩舅の惑5％程度で冷つ

くり走弓識すがケそれ以後1ま懸ぼ疾達1と購様なス

ピードと糠遠の邊程をたどってお弩，この点で嚢

己観察とくい違いがみられる。　Slよヂあなたの勤

逢全体について，縫分でぱどのように詳織してい

ま鯵逢い棚機隙観ては，「羅可
わ弩にリズミカルだと思っている　と答えている。

縫と溝様，霞分の勧走艶離を決めていないSが，

勘定に対する醗確な遂宥意識を，まだ持っていな

いことは推察できる阜しかし，こグ）‘‘リズミカ馬

な”というSの壽もまた安易に無視するべきでは

ない。序講でも遠べたよ舅二，ll紀観察の記述を

環象学的に振おうとするのであれば，未習熟考の

震であるからといって，それを捨て去るわ縫には1

いかないのであ馨，それな弓に愚昧あるものとし

て受けとめる必要があると考える。結論的にいえ

ば，Sのこの記遠はグラフが撤しているように，

綾の勘違と疾走スピードの変化醗線がほとんど鷺

一であり，彼としては講己の疾走能力グ）マキシマ

ムを，勘定1こおいても発蓄軍できたためではないか

と考えられる。スピードや擁1遠過程1こついて，勘

定と疾走の闘でこのような…致がみられることは，

麟遠した遜中においても闘巌である。しかし，識

申の場合にはSと違って，農らの意纒で，しかも

Sよ箒も玉、違髄／sも速い最高スピードを勧建1でも

達成しているという点で，大きな違いがある。す

なわち，Sの酌老のように，ほとんど疾走と変ら

ない擦違過程をたど弩ながら，あきらかにスピー

ドの点で不還している場合には，勘定の遂蕎意識

をよ絵購確なものとすることと合わせて，絶爆的な

痰壷能力1スピード）の向上に努めなければなら

ないと考えられる。

松亨溝　疾走は，できるだけ竿・く擁遠しようとし
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た魯馳走では，3つのマークを議いてい≡

つもチェマクしている。第iマークから

第2マークまでは，あま葦瀕1遂せずにリ

ラックスとピッチ1二重点を置いて走るむ

第2マークから第3マークまで泳，スム

ーズに簾遠。第3マークからボブクスま一

で1ま，リラフクスして彗要の轟い走弩をし，

スピードを保った叢性走を蕎う。

と正確に一致している。松浦のこのデーターぱ，

実警に跳躍．したものではないので，参考蜜料とい

うことになる。そのことについて綾1ま，　　あれで

丁
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でい
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隣㌔購禦熱熱離婁難
と達べている。ともあれ

　松浦1まグラフからあきらかなよう1二，　4歩羅ま

で1ま疾逢の縫一一歩数の鎗～S｛1％というスピードで

メ老彗始め，該驚いて蟹｝歩羅までは8（｝～9§％とン欠第1こ

擁遠し，以後1ま鴬に疾走スピードの蟹｝％程度を保

ったまま無難建1している。これは，■｝：這の縫a観察

…
i
「

　
一
昌

われわれは，体操選乎と比べた場合の妓の高い疾

走能力と合わせて守髄走スピードの箆確なコント質

一蹴こついても，大いに学ぶべき点があると思わ

れる。

　歌　踏込みステップによるスピードの減少度合

　　村本は走纒跳についての吾撃発鞍告のなかで，髄

グラフ葦　疾走と助走のスピード変化グラフ
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麟3
走の最高スピードの達成1ま，肇甕溺鯵準講勤蓄箏の醗

始までに（2歩鋳！なされるのが妥’！≦であると述

べている。8：静．43　跳，霧の場合には，鰺燐誇後

に水平方向への運動だけではなく，それに左i1巻軸

睡転がともなうので，逢耀跳の場合以1二に，踏馨

り前での準備郵癖献ま大きく蕎＝われる，，したがって．

財産のスピードは，踏込みステップないしはその

購から，減少すると考えられる。表2は，勤走の

最高スピードと鐙切ぎ｝時のスピード，および踏窮

鯵準備によるスピードの減少率を示している。こ

こでは，鎚を除く4名の被験者の髄達1スピードは，

その最睾冬縄蒙1の欝金｛毒黎）準備動作によって，藩護｛》％

ぽど減少することが奉崔言意された。しかし，どの被

i験・蓄についても，この震聾薫でスピードが減少する

意識はないと遠べている。

表2
鋤走最高スピーード 踏舞聾撲寺の

X　ヒ1。一

　
i
下
　
｝
P

スと㌧ド

ｸ少率
霧 中1 8．6（擁／s 7、73醗／s 欝％

溝 撫 8．愛嬢／s 7．38難ノs 圭2％

雛 松 8、至5醗／s 7．37鵬〆s 9．5％

M 7．39鵬〆s 6．鮪醗〆s 5．5％

s 7．22齢〆s 6．壌．）醗／s 鍍％

2．跡走フォームの変容

　酸茎；老の叢冬末謬羨奮1こおいて，　次1こ続く量甕｛雰聾を先

取鬱した準薦套勇作が現われ，走フォームは踏込み

ステップ直爺から大きく変容することが鑛られて

いる。　6：夢．228　　購縁の春葺究で1ま，この謁醸で

の具体的な運動経過の違いや，それが理れる時饒

的な差違について，と綴考と下級者の比較考察を

移った．したがって，今響は跡走終末毒讃灘にみら

れるフ孝一ムの変容についてではなく，疾走と比

べた場合に，主として勘定の前半や中翼のフ孝一

ムにテすでになんらかの違いが現われて疑るのか

どうか，またそれが意識的に行われたものかどう

かについて考察した。この考察のために作讃した

のが緩3である。

　患　襲の振り　1注碧の変容

　図3の號の振りの軟鞍は，跡走と疾走グ）麟半

（2歩または3歩欝，騒の瞬三撲鐵　と咤蓄酸窪！8歩ま

たは§歩，図の右｛鋤で，右騰が蕪方から後方へ

と振られていく葬祭に，馬重と手首が遷奎達する点を，

蒼点を霧定点として3コマごとに結んだものであ

る。跡逢と疾逢とを跳べると，どの被験者の騰の

スダート藏綾

ザ
t

、ρ

　　∫、

難中

湾趨

馨松

M

s

¢
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振穆も疾逢のほうが大きくなっている．したがっ

て，騒中で無く塗りつぶされた藻分は，疾産と跡

走の舞宛の振諺魑の差をあらわしている。この図か

ら懸申、替松、sの3名は，財産でも疾逢でも離

方への碗の振りについては，ほとんど変移がなく，

後方へ振る場合に，わずかに疾逢のほうが大きく

なっていることがわかる。これに越して，涛1楊と

Mの霧蓮の振り蓐瘡は，跡走の方寿婁毒奪方・後！方ともに

かな吟ノ塾さくなっている。この客観データーに責書

する各被験者の露己観察は，次のとおりであった。

灘中　どちらも変吟ません。

葬｝穣　騒力走のほうが舞壷の振りはノ卦さいと思います。

　　　これは意糞靉靆翼こセーブしています。

軽鬆変りありません。

M　　疾走では，朧をしっかり前後に振簿ます。

　　　跡走び）ほうはよくわかりませんが，なんと

　　　なく疾走とは違うような気力ごします。

S　　疾走では魏を大きく振りますが，跡老にな

　　　ると魏を振る意識iまなくなります。

　以一11の結果から，駝の振讐については，次のこ

と力爆舞ら力殖こなった。

　・磁中、村設、Sは，勘定でも疾走でも競の振

　りに大きな違いはないが，講二者が露分でもそ

　れを摺握しているのに録して，Sは瞬確な遂行

　意霧裁として，それをとらえることができないで

　いる。

　・溝縮と縫の跡走中の駿の振りは，疾逢に競べ

　てかなリノ卦さくなる。　しかし，藩舞舞がそれを意

　識嚢勺1こ行っているのに対旨して，Mlま無意婁裁のう

　ちにそのようになってしまつロている。

　！2！是の動きの変容

　図3の足の軌誌は，2～4歩と7～9歩の懸の

右足首の難きを3コマごとに捲いたものである。

実線が疾走を，点線が露走をあらわしている。

ここでは，一と縁者と一評縁者の欝翼二，ξまっきりした違

いが認められる。すなわち，三皇縁者の足の軌跡に

は，疾；走，勧進ともにほ1とんど変化が晃られず，

察己観察でも異簑観音に　変らないと思う　と遠

べている。これに嬬して下綴音は，勧進醗始直後

から，疾走に比べて足の弓1き．ヒげが小さくなり，

この雪雲ま，匿｝走が進むにつれて大きくなっている。

しかし，　薩1名のこの点についての欝己観察で1ま，

疾走では：足を高く弓iき上げますが，艮毒逢の方はは

っきりしません　と逮べられており，ここでも跡

走の遂蕎意識のあいまいさが露呈されている。

　｛31上体の麟傾角痩の変箆

　鵬老における老フ孝一ムの変容のもう一つの考

察煮として，上体の蕩傾度の変化が考えられる。

通常の疾走では，上体を適｛雰に煎繧させることに

よって，スピードの保持がはかられている。この

スピード保持という機能を果たしつつ，跳馬の跡

走においては，次に続く踏聡琴のために麟果的な

準毒羨めぜなされなけれ1まならなも》。　した；ゲって，一一

面，穏反するこの二．つの機能を跡走で満達するた

めには，、L｛本の薦傾度合を適｛勇にコント冒一ヌシす

ることが必要である。実際，どの穣験者の自己観

察においても，動産においては一と体が起き窯がっ

てくることがとらえられている。客観資料として

の蒲傾角度は，キネグラムから各歩ごとに，図尋

の要鑛で灘定した。灘定は上捧と下郷のねじれが

もっとも少ない，是が地面1：接地するコマで行っ

た。この灘足纏から，角度変化グラフ（グラフ2／

を作威した。このグラフの書沓込みステップi歩蔚

までの鼇頭角度の変化を見ると，溺穣を除く蓬名

1ま，ほぼ疾遣に透群青彗績を｛呆って，勘違している

ことがわかる。海溝の場合は，3歩日あたりからす

で1こ上｛本を起こしはeめ，　財産拳冬末までその壕素餐妻

が続く。溝絹はこの点についても，意識的な操作

であることを，その嚢己観察のなかで鞍告してい

る。

　また，踏込みステップに至る最後のi歩の蔚傾

度には，次分ような違いが見られたαすなわち，

蟹中と藩｝季舞の場合には，　このi歩の1舞に各々一エ（繋，

一8。というように急激な減少が晃られ，踏込みス

テップ醗始時には，上体はほぼ垂直にまで起こさ

れている。一方，村松，M，Sの三者は，共にこ

の閥の減少は一亙。であ警，最後のi歩での．ヒ体の

趨こしが，離二者に比べて著しく少ない。このこ

とから醗中と河絹においては，踏込みステップ直

蔚のi歩で，それまで保っていた圭1体の麟繧を急

激に起こすことによって踏切鞭の準備を聡始し，

慕いスピードを突き果的に跳躍ζこ孝彗拝1していること

がうかがえる．これに対’して，　数｛本の起こしが藩

二者と比べて遅い，村松，M，Sは，踏込みステ

ップの懸に急激に上体を起こしている。しかし．

この踏込みステップの霞み羨傾度の減少を見ると，

村松一ieゆに対して擁とSは一6。であり，踏切板を

踏んだ時点でも纒とSの■と体は，なおわずかに羨

類している点で，村松とは異なる。村松は，跡走

の露己観察の中で　勘定では，どうも早くから上
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体が起きてしまって，スピードにのれない気がし

ますと遠べているが，これは客観データーとは

一致しな転㌔鍍の露己観察は跡逢の場合にのみ，

スピードや撫遠過程1こ関しても，これと講嫌な客

観データーとのズレが生むていた。このことは，

彼の跳馬運勇をさらに深く分析していく上で，重

要な示唆を含んでいると考えられるが，今懸の醗

究では，そこまで立ち入ることはできない。また，

この縁懸における詳綴な運嚢経過の違いについて，

より深く控握するために声キネグラムによる比較

考察を簾えることが望ましい。しかし，すでに紙

数も尽きてしまい，今遜は割愛せざるを得ない。

麟遷　　　上体の蘇繧度

グラフ2　上鯵の麟纏度愛翫グラフ
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V．緒 論

　今騒の醗究は，勘定と疾走の麗で，その最高ス

ピードや簾速過程，および逢フォームに違いが現

れるか否かについて，癖己観察法と飽者観察法を

購いて，モルフォ纏ギー的に考察した。この考察

結果は，次のようにまとめることができる。

・跳馬の勘定では，鰺込みステップの羅始時か，

　それよりi歩前で，そのスヒ。一ドは最高となる。

　また，讐にま二級者では，その疾走最高スピード

　の約98％を発揮して，財産を行うことができる。

・一L扱者の緩速過程には，二つのタイプがあった。

　一つは，霞申のように疾逢とほとんど1講む癬速

　過程をたど警，スタートと瞬時に一気に緩速す

　る‘‘ダッシュ型争†，もう一つは河穰・替松に晃

　られるように，勧進のスタートで1ま，まず窯分

　の跡逢リズムや建合わせに力点を履き，徐々に露

　分の簸i薯…スピーードに毒嚢速しても藁く“コントロー

　ル型野である。

●勘違と疾達のフ愛一ムの違いは，海相の髄の嚢

　きが財産1でノ卦さくなることを除いて1ま，脇，是の

　動きともに，上綴音全員が疾走とほとんど変ら

　ず，またそれは意識されて行われていた。これ

　に対して下級者の勘定では，擁は魏・是ともに，

　またSは建の動きが，疾逢と競べて購らかに小

　さくなっておし今，しかもそれは意識にのぼって

　いなかった。

・踏込みステップ藏後の愚痴は，高いスピードの

　獲得と，鰺弱りのための難果的な準構という，

　動産の二大機能が集義㌻されて現れるところであ

　る。この穏癖でのま謹奏を起こす時莫舞や度合，あ

　るいはそれ1二ともなうスピードの減少率1こつい

　て若干の考察を行った。しかし，これらの考察

　だ1ナで，この重要な総懸の機能について言い尽

　くすことはできない。したがって，今後この点

　についてのより言羊纏な欝薪究を進める必要がある。

　以髭，今醸の穰究では彗己観察法を堰いて，逐

一一 q観データーとの照合を壽鑑みたわけであるが，

露方のデーターを季舞豊に補橿するという意味では，

かなりの成果を挙げ得たと思われる。　しかしなが

ら，この§己観察法を運動毒茸究の中・むにすえてい

くには，まだ多くの麗題が未解決のまま残されて

いる。たとえば以羨から瞬題にされ．ていた，霞己

観察データーの描出法（言語による記述，絵によ

る搭写，人形を馬騎た造形法など）の妥当性も追

求されなけれ1蓄ならない。　また，　この馨裂究法を弔

いる醗究者｛難の立場を確立することも，急務であ

ると考える。すなわち，自己観察の結果を分観し，

運1勇する人難の肉的意識をそれによって説霧しょ

うとする立場，いわば窪然科学的な立場に立つか，

あるいは，蒼々の記遠をあるがままに受けとめ，

本質甕観によって，それを了解しようとする立場

に立つかではナスポーツ運動の概究，ならびにス

ポーツの実践に嬬するこの羅究法の可能性は，大

きく分れることになろう。とくに今後の運動醗究

においては．後者のような立場に立った，露己観

察法の導入が重要になってくると考えられるが，

本譲の中での麹a観察を完全にそのように扱い得

たかについては，疑鵜が残る。

　モルフォロギーという謡が，　“眼の人”といわ

れたゲーテ絡。銭翼e．W／に由来し，オランダの

現象学者1であるノくイテンディク（B鷺y童e猟盤舞，F．

」．ぎ．）によって，鎗経紀以来，自然科学的な運覇

分響iこ華冬始していたノk欝董の運彙馨の毒茸突に導入さ

れた経緯を思えば．飽書観察においても．また

趨δ観察においても，現象学的鑓逮の妥当性が再

跨昧され，われわれのスポーツ運動の概究への具

体的な活購が，検討されるべきであると考える。

この点については，今後の養舞突の大きな課題とし

たい。

　最後に，実験の器縁や施設をお貸し一トさった筑

波大学捧操競技研究室の諸先生方，ならびに貴重

なデーターを提供して下さった被験者の方たち，

および実験に協力してくれた轟羅i究室の大学饒生，

学生の諸書に心からお礼を申し上げます。

縫線
　実際に逢っている隠の“選宛み振り”というのは，

厳密に震えば蔚後振ばか辱でなく，左右への振戦も

合麟とされて雛る可能盤ヨがある。これについてグ）正確

な資料を得るためには，縦方向からズームレンズを

使賭しての綬鶴撮影が盤綴されるべきであるが，実

験器粧や場辮などの議1茎約によ弩，横一方海からのみ

の撮影であった。したがって本論の中で．たとえば

Mの跡逢における醗の振馨纒が，疾逢1二競べて小さ

くなるといった場合には，あくまで蔚後の振琴趨の

減少を意味しているわ1ナである。
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